
13

Information

2025.9.15

△  人口の動き 

△

（令和7年8月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／6,984人（増 7 人）　男3,449人（増 8 人）　女3,535人（減 1 人）
　増減の内訳　・転入16人・転出▲ 9 人・出生 7 人・死亡▲ 7 人
■世帯数／2,532戸（増 2 戸）

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

謹んでご冥福をお祈り申しあげます
令和7年8月届出 （敬称略）

伊藤　正子（72歳） 横 山 上

飯田　正美（72歳） 横 山 中

佐藤　富夫（76歳） 天 神 堂

阿部　　榮（94歳） 三 本 木

ふるさと応援寄附金
ありがとうございました

8月分　1,274人

ご寄附ありがとうございました

　地域福祉活動に役立ててほしい
と、次の方から三川町社会福祉協
議会にご寄附いただきました。

めん蔵　イオン三川店 様
三川地域有機農業推進協議会 様

しすると、彼女は別れ際ぎゅっと抱きしめてくれ
ました。
　知識ではなく、自分の意見を話すのは勇気がい
ることです。相手と違っていたら、気分を害した
ら、間違っていたら…そんな不安がよぎります。
尋ねる側にとっても、重いテーマであればなおさ
ら、異なる考えを受け止めるのは容易ではありま
せん。「あなたはどう思う？」とさらりと聞けるの
は、自分と違う考えを排除せず、受け止める練習
が日々できているからなのかもしれません。
　分けるのではなく混ぜること。閉じるのではな
く開くこと。そこに新しい景色が広がるのだと、
この日改めて感じました。話すきっかけをくれた
異国のおばさまに、心から感謝しています。

　終戦から80年。酒田の土門拳写真美術館では「戦
後80年記念特別展−語り継ぐ写真」が開催中です。
　この夏、ガイドとして様々な国籍のお客さまと
この展覧会を訪れました。そのとき「今の日本人に
とって戦争とは何？」と尋ねられ、一瞬言葉に詰ま
りました。戦争の悲惨さは知っているつもりでも、
自分の言葉で語れない自分がいたのです。すると、
その人は「あなたの意見でいいの。あなたに聞いて
いるんだから」と返してくれました。
　土門拳がヒロシマを撮り始めたのは戦後13年が
経ってから。つまり、13年経ってもなお人々は苦
しみの中にあったということ。そして今も世代を
超えて、その苦しみは続いています。「あの一撃で
戦争は終わった」と語った大統領もいましたが、ど
んな戦争も一度始まってしまえば、終わることは
決してないのだと思います。答えになったかどう
かはわかりませんが、写真から感じたことをお話

バックナンバーは、町ホームページで
まとめて読むことができます▶

“「あなたはどう思う？」”
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通訳ガイドやアート活動、コミュ
ニティづくりなども行う複業アー
ティスト。三川町在住、2児の母。

【このコラムを書いている人　　】

　近年、全国的に熊の出没件数が増加しており、三川町内
においても熊の目撃情報が増加傾向にあります。
　町民の皆さまへ迅速な周知を図り、人身被害を未然に防
ぐため、事案が発生した場合は時間を問わず防災行政無線
での放送を行うこととします。
　夜間や早朝の突然の放送でご迷惑をおかけすることもあ
るかと思いますが、ご理解とご協力をお願いします。
○問合せ先　危機管理室　☎35－7010

防災行政無線の運用について

　やまがた110ネットワークに登
録することで、各警察署管内のク
マ出没情報や犯罪・交通安全等の
情報を得ることができます。ぜひ
ご活用ください。

○問合せ先　鶴岡警察署　☎28－0110

やまがた110ネットワークを
ご活用ください

▲詳細は
　こちらから

[防災行政無線]　 聞き逃した場合は☎68－0120へご連絡ください。


